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微小管分離システムを実証したものであり、5 章からなっている。  
第 1 章は緒論であり、研究の背景および目的、提案する研究手法および論文全体の















































第 4 章では、微小管の曲げ剛性を第 3 章で提案した方法よりも、より正確に測定す
る新たな方法を確立し、それを用いて微小管の重合時の伸長速度が曲げ剛性に与える
影響を評価している。論文中では、まず、熱揺らぎによる形状変化を再現した微小管
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